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あらまし： 講義において出欠データは受講者の出欠状況を把握する上で重要なデータである．近年，エンロールメントマネ
ジメント活動のひとつとして在学生の出欠情報を科目横断に把握する取り組みがある．学習管理システム (LMS)上の各学習
コースには在学生がそれぞれ受講登録されており，コース毎に出欠情報を記録するには便利である．一方で，学習コースを横断
し集計することは容易ではない．本研究では，学習コースを横断して出欠情報を集計し管理する方法について検討を行った．
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1. 背景および問題点

教務サービスのオンライン化や携帯端末および ICカード
といった本人認証を容易に行う手段により出欠情報をデジタ
ルデータで取得および収集し，可視化や分析により学習支援
や学生支援に活用する方法がこれまで検討されてきた．近年
では，講義単体ではなく大学組織として出欠情報を管理・把
握し，組織が学生支援を行うエンロールメントマネジメント
活動の視点からもデジタル化された出欠情報の重要度は増す
と考えられる．小松らは，収集した出欠情報を可視化し，教
職員が休退学の可能性のある学生を早期に発見する取り組み
を行っている [1]．野口らは，講義における出欠登録を行うシ
ステムの開発を行った上で，寮での点呼情報，摂食状況とを
合わせ，教職員と保護者がそれらの情報を確認することで学
生支援の充実を図った [2]．伊藤らは，修学指導支援を目的と
して，出欠情報と単位修得状況をもとに将来の単位修得状況
を予測する試みや出欠情報と成績情報をもとに成績予測を行
う試みを行っている [4]．これらの考察や分析はいずれも出欠
情報と他の情報を合わせることで，学習者行動の変化を発見
し，それをもとに学習や生活の支援活動を行う取り組みであ
る．これらの取り組みを行うには出欠情報を如何にして収集
するか，そして管理するかが重要である．
一般に学習管理システム (LMS)が講義で利用される場合，
講義の受講者が全員登録され，受講者の学習履歴が管理され
る．このため講義に参加する受講者毎の情報を記録するには
都合がよい．また，LMSでは教師や学生といった立場によっ
て表示を変えることが可能なため，立場に合った表示で情報
提供できる点も都合がよい．LMSは，コース毎に講義への出
欠情報を記録するには便利である．一方で，LMS はコース
毎に学習情報を管理することを目的としているため，たとえ
同一の学習者が複数の学習コースへ登録されていたとしても
学習コースを横断し集計することは容易ではない．以降では，

学習コースを横断して出欠情報を集計し管理する方法につい
て検討を行った．今回，出欠情報をコース横断的に管理集計
するまでの行程として，出欠情報を収集する，収集された出
欠情報を個人毎に LMSへ入力する，コース横断的に出欠情
報を扱う，というそれぞれの行程にわけ，運用コストを最小
にし，間違いのリスクを最小とする運用方法について検討し，
行程のすべてが有機的につながるかの検討を最後に行う．

2. 出欠情報を収集する

出欠情報の収集手段は様々である．講義内に出欠用紙が回
覧されたり，口頭による点呼で行われる場合は，用紙等に出
欠情報が記録される．PCやスマートフォンを通して学生が
Webページから出席登録作業を行う場合は，直接データ化さ
れ，データ化された情報がシステム内に記録される．ICカー
ドを利用した出席登録の場合，リーダ本体に記録されるタイ
プとリーダがネットワーク経由でシステムサーバへ記録する
タイプが考えられる．指紋認証，静脈認証といった物理認証
を利用した場合においても ICカードによる出席登録と同じ
く，リーダ側に記録されるタイプとシステムサーバへ記録す
るタイプが考えられる．
直接データ化されない紙や点呼による出欠情報の収集が行
われる場合，それをデータに加工する処理が必要であり，紙
などに記録されている 1次データを処理することで 2次デー
タとなる．2次データとなって始めて電子データとなる出欠
情報は 1次データから 2次データに加工する際に誤りができ
るだけ起きない手法を採用すべきである．
Webページを利用する出席登録は，1次データを扱うこと

を可能とする．出席登録に利用するシステムが LMS本体で
あれば，出欠情報が 1次データのまま直接入力され，理想的
である．しかし，出欠登録と LMSが同一システムでない場
合には，出席登録用のWebシステムに保存されるため，次
節の LMSへ入力する方法が問題となる．
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ICカードを始め，物理認証を利用した出席登録手法では，
1次データを直接扱うが，リーダが保有するにせよシステム
サーバが保有するにせよ，次節の LMSへ入力する方法が問
題となる．

3. 出欠情報を LMSへ入力する

LMS へ直接出席登録される場合にはオンラインコース内
において出欠情報を扱うことができる．紙などの記録である
1次データから 2次データへ加工する場合には，加工された
2 次データを LMS へ如何にして入力するかが問題となる．
LMS以外のシステムへ出欠情報が 1次データとして記録さ
れる場合には，システムへ記録された 1次データを LMSへ
如何にして入力するかが問題となる．
紙などへ 1次データとして記録された出欠情報は，可能な
限りミスがないように LMSへインポート可能なデータ形式
へ加工され LMSへインポートされる．LMS以外のシステム
へ出欠情報が記録される場合には，別システムに記録されて
いる 1 次データを LMS へインポート可能な形式へ加工し，
LMSへインポートされる．LMSが CSVファイルによりイ
ンポート可能であれば，1次データを LMSへインポート可
能な CSV 形式に加工することにより LMS へインポート可
能である．
オープンソース LMSのMoodleであれば，出欠情報を「評
定 (Gradebook)」機能により管理することになる．Moodle
の「評定」機能では，CSV形式と XML形式で「評定」に書
き込むためのインポートが可能である．さらに，XML形式
であれば，XMLファイルの URIを指定して XMLファイル
をインポート可能である (図 1)．

図 1 Moodle で XML ファイルを使い評定に値をインポートする
画面

出欠情報を LMSへ自動的に入力するためには，LMSにイ
ンポート可能な 2次データが自動的に生成されることと生成
された 2次データが自動的に LMSにインポートされること
が条件となる．

4. コース横断的に出欠情報を扱う

この節では出欠情報が LMSへすべて入力された状態を前
提に検討する．各学習コースにおいて保有される出欠情報は
各コース内での閲覧に限られる．つまり，LMSでは学習コー

スを横断して出欠情報を閲覧することはできない．学習コー
スを横断して出欠情報を閲覧するためには，学習者が所属す
るすべてのコースの出欠情報が集計され，表示される必要が
ある．学習者個人がコース横断的に一覧でき，教職員が複数
の学習者の出欠情報をコース横断的に一覧できる機能を考え
ると，全学習者が登録されたコース（出欠管理用コース）を
作成し，出欠管理用コースに出欠情報がインポートする方法
が考えられる．
出欠情報を集計する方法についてはいくつか考えられる．

1つは，前節の LMSへインポートするための 2次データを
別システムに集約し，出欠情報を集計した上で出欠管理コー
スへインポートする方法である．もう 1つは，出欠管理コー
スへすべてのコースの出欠情報をインポートし，LMS上で
集計する方法である．

5. 行程の有機的な接続について

これまでの行程が有機的に接続するためには，それぞれの
行程におけるデータ処理と処理された出欠情報の受け渡しが
焦点となる．
1次データが紙に記録された情報であれシステムに記録さ
れたデータであれ，LMS へインポートできる情報となるよ
う加工処理が必要であるため，2 次データへの加工は LMS

へのインポート形式に依存する．
出欠情報の集計処理を LMS外部で行う場合は LMSの改
良は必要とせず，別途システムで集計処理し出欠管理コース
へインポートする方法となるため，事前に全コースの出欠情
報を LMSへインポートする必要はなく，別途準備する集計
処理用のシステムへインポートすることで有機的にシステム
が接続される．集計処理結果を表示する部分をも集計処理用
のシステムに持たせるという考え方もある．

6. ま と め

本報告では，出欠情報を収集する行程から科目横断的に出
欠情報を集計処理し，処理した結果を受講者も教職員も閲覧
できる行程までについて検討を行った．具体的には，Moodle
に科目横断的に出欠情報を閲覧できる機能を持たせることが
できないか検討を進めている．今後は，有識者との意見交換，
利用者との意見交換を進め，実装を行う予定である．
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